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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
逆
の
立
場

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
８
４
７
Ａ

【
作
者
名
】

　
ユ
ー
リ

【
あ
ら
す
じ
】

　
黒
の
組
織
が
壊
滅
し
、
し
ば
ら
く
た
っ
た
後
の
話
。
も
し
、
工
藤
新
一
と
宮

野
志
保
の
立
場
が
、
ま
っ
た
く
逆
で
あ
っ
た
の
な
ら
ど
う
な
っ
た
の
か
・
・
・

？
こ
れ
は
、
そ
ん
な
お
話
。
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Ａ
Ｃ
Ｔ
０
１
：
新
一
の
場
合
・
１

工
藤
新
一
サ
イ
ド

オ
レ
は
工
藤
新
一
。

迷
宮
な
し
の
高
校
生
探
偵
だ
。

あ
る
日
妙
な
毒
薬
を
飲
ま
さ
れ
、
体
が
縮
ん
だ
オ
レ
は
、
江
戸
川
コ
ナ
ン
と
い

う
偽
名
を
作
り
、
小
学
生
探
偵
と
し
て
体
を
小
さ
く
し
た
黒
の
組
織
を
追
い
続

け
、
見
事
壊
滅
さ
せ
た
。

そ
の
代
償
は
大
き
か
っ
た
が
・
・
・
。

オ
レ
は
最
近
、
気
に
な
る
子
が
で
き
た
。

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
で
、
一
緒
に
住
ん
で
い
る
宮
野
志
保
だ
。

住
ん
で
い
る
と
い
っ
て
も
、
居
候
な
の
だ
が
。

彼
女
の
偽
名
は
灰
原
哀
。

黒
の
組
織
の
仲
間
だ
っ
た
が
、
姉
を
殺
さ
れ
た
事
で
組
織
に
反
抗
し
、
オ
レ
が

飲
ま
さ
れ
た
の
と
同
じ
薬
を
飲
ん
で
、
組
織
か
ら
逃
げ
出
し
て
き
た
女
の
子
だ

っ
た
。

最
初
は
、
敵
と
い
う
事
で
か
な
り
彼
女
を
警
戒
し
た
が
、
今
で
は
す
っ
か
り
打

ち
解
け
た
。
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オ
レ
は
今
、
な
ぜ
か
彼
女
の
事
を
考
え
て
い
た
。

も
っ
と
彼
女
の
事
を
知
り
た
い
・
・
・

そ
う
思
い
つ
つ
、
オ
レ
は
ソ
フ
ァ
ー
で
横
に
な
っ
た
。

新
一
の
夢
の
中
・
そ
の
１

ジ
ン

「
起
き
て
、
シ
ェ
リ
ー
。
起
き
な
さ
い
。
」

新
一

「
シ
ェ
リ
ー
・
・
・
？
」

オ
レ
は
、
首
を
か
し
げ
な
が
ら
目
を
覚
ま
し
た
。

ジ
ン

「
や
っ
と
起
き
た
の
ね
、
シ
ェ
リ
ー
。
」

新
一

「
シ
ェ
リ
ー
っ
て
・
・
・
誰
？
」

ジ
ン

「
は
ぁ
？
あ
な
た
に
決
ま
っ
て
る
で
し
ょ
、
シ
ェ
リ
ー
！
ま
だ
１
８
歳
な
の
に

寝
ぼ
け
て
る
ワ
ケ
？
」
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新
一

「
え
？
」

オ
レ
は
、
よ
ー
く
自
分
の
服
装
を
見
て
み
た
。

確
か
に
、
ス
ー
ツ
の
よ
う
な
服
を
着
て
、
白
衣
を
し
て
い
る
。

そ
の
格
好
は
、
ま
さ
し
く
シ
ェ
リ
ー
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

新
一

「
（
そ
う
か
、
志
保
の
事
を
知
り
た
い
っ
て
思
っ
た
か
ら
、
オ
レ
今
志
保
の
立

場
に
な
っ
て
ん
だ
・
・
・
）
あ
あ
ゴ
メ
ン
、
ジ
ン
。
う
た
た
寝
し
て
た
み
た
い

だ
。
」

ジ
ン

「
ま
っ
た
く
・
・
・
さ
っ
き
か
ら
ず
っ
と
呼
び
か
け
て
た
の
よ
？
」

新
一
は
納
得
す
る
と
、
ジ
ン
に
話
し
か
け
た
。

シ
ェ
リ
ー

「
そ
れ
よ
り
ジ
ン
、
話
し
た
い
事
が
あ
っ
た
ん
だ
ろ
？
」

ジ
ン

「
え
え
、
あ
な
た
が
新
開
発
し
た
『
出
来
損
な
い
の
名
探
偵
』
の
事
な
ん
だ
け

ど
・
・
・
こ
の
前
１
つ
使
っ
て
し
ま
っ
た
の
よ
・
・
・
」

シ
ェ
リ
ー

「
Ａ
Ｐ
Ｔ
Ｘ
４
８
６
９
を
！
？
何
考
え
て
ん
だ
よ
、
ジ
ン
！
あ
れ
は
試
作
段
階

の
薬
だ
か
ら
、
試
す
な
っ
て
言
っ
た
だ
ろ
？
」
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新
一
は
、
ジ
ン
に
向
か
っ
て
ど
な
っ
た
。

ジ
ン

「
ご
、
ご
め
ん
な
さ
い
シ
ェ
リ
ー
・
・
・
取
引
現
場
を
見
ら
れ
た
か
ら
、
使
わ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
よ
・
・
・
」

ジ
ン
は
、
あ
っ
さ
り
新
一
に
謝
っ
た
。

シ
ェ
リ
ー

「
そ
う
か
・
・
・
で
？
そ
の
飲
ま
せ
た
ヤ
ツ
は
、
誰
だ
？
」

ジ
ン

「
工
藤
志
保
っ
て
い
う
、
女
子
高
生
探
偵
よ
・
・
・
今
度
、
彼
女
の
家
に
調
査

員
を
派
遣
す
る
か
ら
、
あ
な
た
も
行
っ
て
き
て
・
・
・
」

シ
ェ
リ
ー

「
あ
あ
・
・
・
わ
か
っ
た
。
」

新
一
は
そ
う
言
う
と
、
研
究
室
を
あ
と
に
し
た
。
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Ａ
Ｃ
Ｔ
０
２
：
志
保
の
場
合
・
１

宮
野
志
保
サ
イ
ド

私
は
宮
野
志
保
。

黒
の
組
織
の
科
学
者
だ
っ
た
女
。

私
は
薬
の
研
究
を
し
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
お
姉
ち
ゃ
ん
を
殺
さ
れ
た
事
で
組
織

に
反
抗
し
、
薬
の
研
究
を
中
断
し
た
の
。

そ
の
結
果
ガ
ス
室
に
押
し
込
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
私
は
、
ど
う
せ
殺
さ
れ
る
な

ら
と
毒
薬
『
Ａ
Ｐ
Ｔ
Ｘ
４
８
６
９
』
を
飲
み
、
組
織
か
ら
逃
げ
出
し
、
灰
原
哀

と
い
う
偽
名
を
作
っ
た
。

今
私
は
、
気
に
な
る
子
が
で
き
て
、
そ
の
子
の
家
に
住
ん
で
い
る
。

彼
の
名
前
は
、
工
藤
新
一
。

偽
名
は
江
戸
川
コ
ナ
ン
で
、
迷
宮
な
し
の
名
探
偵
の
男
の
子
。

お
姉
ち
ゃ
ん
を
助
け
て
く
れ
な
か
っ
た
事
も
あ
っ
て
、
最
初
は
彼
と
険
悪
な
ム

ー
ド
だ
っ
た
。

で
も
今
じ
ゃ
す
っ
か
り
仲
良
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
と
き
お
り
彼
を
ジ
ッ
と
見
て

る
。
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何
度
も
助
け
ら
れ
た
事
で
、
彼
へ
の
恋
心
も
芽
生
え
て
し
ま
っ
た
の
。

そ
し
て
、
黒
の
組
織
を
壊
滅
さ
せ
、
私
を
解
放
し
て
く
れ
た
・
・
・
。

私
は
彼
の
事
を
考
え
な
が
ら
、
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ド
ア
を
開
け
た
。

も
っ
と
彼
の
そ
ば
に
い
た
い
。

か
な
わ
な
い
恋
で
あ
っ
て
も
、
彼
の
事
を
も
っ
と
知
り
た
い
・
・
・

そ
う
思
い
な
が
ら
、
私
は
新
一
君
が
寝
て
い
る
ソ
フ
ァ
ー
へ
と
近
づ
い
た
。

志
保

「
新
一
君
・
・
・
寝
て
い
る
の
・
・
・
？
」

私
は
、
新
一
君
の
隣
に
寝
こ
ろ
ん
だ
。

新
一

「
ど
ん
な
夢
見
て
る
の
・
・
・
？
私
に
も
教
え
て
・
・
・
」

そ
う
言
い
な
が
ら
、
私
は
新
一
君
に
く
っ
つ
き
、
そ
の
ま
ま
眠
り
に
落
ち
た
。

志
保
の
夢
の
中
・
そ
の
１

「
大
丈
夫
か
？
お
嬢
ち
ゃ
ん
！
！
」
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志
保

「
お
嬢
ち
ゃ
ん
・
・
・
？
（
何
言
っ
て
ん
の
こ
の
人
達
・
・
・
私
は
１
８
歳
よ
・

・
・
）
」

私
は
、
変
な
感
じ
が
し
て
い
た
。

「
ど
う
し
た
ん
だ
、
そ
の
頭
の
ケ
ガ
？
」

志
保

「
ケ
ガ
・
・
・
？
（
あ
れ
？
私
、
ケ
ガ
な
ん
か
し
て
た
っ
け
？
）
」

そ
う
思
い
な
が
ら
、
私
は
頭
を
触
っ
て
み
た
。

志
保

「
イ
タ
タ
・
・
・
」

確
か
に
・
・
・
痛
く
て
、
血
が
出
て
い
る
・
・
・

志
保

「
な
、
な
ん
で
・
・
・
？
」

私
は
、
ま
さ
か
・
・
・
と
思
っ
た
。

・
・
・
と
、
次
の
瞬
間
、
私
の
体
が
フ
ワ
ッ
と
持
ち
上
が
っ
た
。

志
保

「
キ
ャ
！
」

私
は
、
警
備
員
ら
し
き
人
に
体
を
持
ち
上
げ
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
医
務
室
ら
し
き

所
に
運
ば
れ
た
。
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医
務
室
で
、
私
は
さ
っ
そ
く
鏡
を
の
ぞ
い
て
み
た
。

志
保

「
え
！
？
（
か
、
体
が
・
・
・
縮
ん
で
る
！
？
）
」

予
感
的
中
。

私
の
体
は
、
あ
の
時
と
同
じ
よ
う
に
小
さ
く
な
っ
て
い
た
の
だ
！
！

志
保

「
（
・
・
・
と
い
う
事
は
、
イ
ヤ
な
予
感
が
・
・
・
）
」

「
し
か
た
な
い
・
・
・
と
り
あ
え
ず
本
部
に
連
絡
し
て
、
警
察
の
託
児
所
に
預

け
る
か
・
・
・
」

志
保

「
（
や
っ
ぱ
り
～
！
！
）
」

私
は
、
窓
か
ら
飛
び
出
し
、
逃
げ
出
し
た
。

志
保

「
冗
談
じ
ゃ
な
い
！
！
そ
ん
な
所
に
預
け
ら
れ
て
た
ま
る
も
ん
で
す
か
！
！
」

私
は
、
全
力
で
逃
げ
た
。

志
保

「
ハ
ア
ハ
ア
ハ
ア
ハ
ア
・
・
・
疲
れ
た
・
・
・
」
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私
は
、
ト
ボ
ト
ボ
と
歩
い
て
い
た
。

志
保

「
ど
う
し
よ
う
・
・
・
行
く
所
が
な
い
よ
・
・
・
あ
、
そ
う
だ
わ
！
」

私
は
、
ま
っ
す
ぐ
新
一
君
の
家
に
向
か
っ
た
。

そ
こ
な
ら
、
こ
の
謎
が
解
け
る
か
も
し
れ
な
い
！
！

志
保

「
ハ
ア
・
・
・
ハ
ア
・
・
・
も
、
も
う
・
・
・
ダ
メ
・
・
・
」

私
は
な
ん
と
か
、
工
藤
邸
に
た
ど
り
着
い
た
が
、
力
尽
き
て
気
絶
し
て
し
ま
っ

た
・
・
・
。
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Ａ
Ｃ
Ｔ
０
３
：
志
保
の
場
合
・
２

志
保
の
夢
の
中
・
そ
の
２

志
保

「
う
～
ん
・
・
・
」

頭
が
ク
ラ
ク
ラ
す
る
中
、
私
は
や
っ
と
目
が
覚
め
た
。

志
保

「
こ
こ
は
・
・
・
ど
こ
？
」

私
は
、
ゆ
っ
く
り
と
起
き
上
が
り
、
自
分
の
体
を
見
た
。

志
保

「
や
っ
ぱ
り
、
縮
ん
だ
ま
ま
だ
わ
・
・
・
」

私
は
、
辺
り
を
見
渡
し
て
み
る
。

志
保

「
そ
れ
に
し
て
も
、
ど
う
し
て
私
こ
ん
な
所
に
い
る
の
？
」

「
気
が
つ
い
た
よ
う
じ
ゃ
な
・
・
・
」

志
保

「
あ
、
あ
な
た
は
誰
？
ま
さ
か
、
誘
拐
犯
！
？
」
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阿
笠

「
そ
う
じ
ゃ
よ
、
君
を
人
質
に
し
て
親
か
ら
身
代
金
を
・
・
・
っ
て
、
ち
が
う

わ
い
！
！
ワ
シ
は
阿
笠
博
士
、
こ
の
辺
じ
ゃ
有
名
な
科
学
者
じ
ゃ
よ
！
！
」

志
保

「
阿
笠
博
士
・
・
・
で
も
、
ど
う
し
て
あ
な
た
私
の
事
が
わ
か
る
の
？
」

阿
笠

「
簡
単
じ
ゃ
よ
。
君
が
今
い
る
こ
の
世
界
は
、
君
の
夢
の
中
の
世
界
・
・
・
俗

に
い
う
『
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
』
な
ん
じ
ゃ
か
ら
な
・
・
・
」

志
保

「
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
？
」

阿
笠

「
そ
う
じ
ゃ
よ
。
君
は
新
一
君
の
事
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
た
の
で
は
な

い
か
ね
？
」

志
保

「
そ
う
だ
け
ど
・
・
・
」

阿
笠

「
そ
の
君
の
思
い
が
、
こ
の
世
界
に
飛
ん
だ
と
い
う
ワ
ケ
じ
ゃ
よ
。
今
、
君
は
、

新
一
君
の
立
場
に
な
っ
て
お
る
・
・
・
高
校
生
探
偵
の
立
場
に
の
う
・
・
・
」

志
保

「
じ
ゃ
あ
、
新
一
君
の
方
は
私
の
立
場
に
な
っ
て
る
っ
て
事
？
」

阿
笠

「
そ
う
い
う
事
に
な
る
の
う
。
」
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志
保

「
じ
ゃ
あ
、
私
の
偽
名
も
も
う
決
ま
っ
て
る
の
ね
・
・
・
」

阿
笠

「
イ
ヤ
、
ま
だ
決
ま
っ
て
は
お
ら
ぬ
ぞ
。
偽
名
は
、
君
自
身
が
考
え
る
事
に
な

る
の
じ
ゃ
。
」

志
保

「
そ
う
、
じ
ゃ
あ
・
・
・
江
戸
川
愛
に
す
る
わ
。
」

私
は
あ
え
て
、
江
戸
川
と
い
う
名
字
を
選
ん
だ
。

そ
れ
は
、
コ
ナ
ン
の
事
を
思
い
出
せ
る
た
め
だ
ろ
う
。

阿
笠

「
じ
ゃ
あ
、
転
校
手
続
き
は
し
て
お
く
か
ら
の
。
」

志
保

「
あ
、
あ
り
が
と
・
・
・
」

そ
れ
か
ら
志
保
は
江
戸
川
愛
と
し
て
、
帝
丹
小
学
校
に
転
校
し
た
。

名
前
が
愛
な
の
で
、
コ
ナ
ン
の
時
の
よ
う
に
笑
わ
れ
る
事
は
な
か
っ
た
。

学
校
が
終
わ
る
と
、
男
女
の
３
人
組
が
愛
に
話
し
か
け
て
き
た
。
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吉
田
歩
紀

よ
し
だ
あ
ゆ
き

「
ボ
ク
、
吉
田
歩
紀
！
」

円
谷
光
美

つ
ぶ
ら
や
み
つ
み

「
私
は
円
谷
光
美
で
す
！
」

小
嶋
元
子

こ
じ
ま
も
と
こ

「
ア
タ
シ
は
小
嶋
元
子
！
よ
ろ
し
く
な
！
」

愛「
ア
タ
シ
は
江
戸
川
愛
よ
。
ヨ
ロ
シ
ク
ね
、
歩
紀
君
、
光
美
ち
ゃ
ん
、
元
子
ち

ゃ
ん
！
」

志
保
は
、
す
ぐ
に
３
人
の
名
前
に
な
れ
た
。
あ
ま
り
に
も
、
元
の
世
界
の
３
人

組
と
名
前
が
似
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

歩
紀

「
ね
え
愛
ち
ゃ
ん
、
少
年
探
偵
団
に
入
ら
な
い
？
」

愛「
少
年
探
偵
団
・
・
・
」

愛
は
、
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
は
元
の
世
界
と
は
少
し
ち
が
う
事
に
気
づ
い
た
。

こ
っ
ち
の
世
界
で
は
、
す
で
に
少
年
探
偵
団
が
結
成
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

愛
は
、
す
ぐ
に
承
諾
し
、
少
年
探
偵
団
は
４
人
と
な
っ
た
。



15

Ａ
Ｃ
Ｔ
０
４
：
新
一
の
場
合
・
２

新
一
の
夢
の
中
・
そ
の
２

新
一

「
こ
こ
が
、
工
藤
邸
・
・
・
」

シ
ェ
リ
ー
こ
と
宮
野
新
一
は
、
捜
査
員
と
共
に
工
藤
邸
に
入
り
込
ん
だ
。

新
一

「
何
も
な
い
ね
・
・
・
」

「
え
え
、
辺
り
は
ホ
コ
リ
だ
け
で
あ
り
ま
す
・
・
・
」

新
一

「
こ
れ
以
上
は
何
も
な
さ
そ
う
だ
ね
。
引
き
上
げ
る
よ
。
」

そ
れ
か
ら
１
ヶ
月
後
、
２
度
目
の
調
査
が
始
ま
っ
た
。

新
一

「
相
変
わ
ら
ず
ホ
コ
リ
だ
ら
け
だ
ね
・
・
・
何
も
変
わ
っ
て
な
い
じ
ゃ
な
い
か
・

・
・
」
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新
一
は
、
も
う
志
保
が
死
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

し
か
し
、
次
の
瞬
間
、
新
一
は
あ
る
違
和
感
に
気
づ
い
た
。

新
一

「
ん
？
（
洋
服
ダ
ン
ス
の
様
子
が
、
お
か
し
い
・
・
・
？
）
」

「
ど
う
し
ま
し
た
、
シ
ェ
リ
ー
？
」

新
一

「
な
ん
で
も
な
い
よ
、
君
達
は
先
に
出
て
お
い
て
。
」

「
わ
か
り
ま
し
た
。
」

新
一
は
洋
服
ダ
ン
ス
を
開
け
て
み
て
、
次
の
瞬
間
、
フ
ッ
と
笑
っ
た
。

新
一

「
（
な
く
な
っ
て
い
る
・
・
・
１
ヶ
月
前
に
は
あ
っ
た
は
ず
の
、
彼
女
の
子
供

の
頃
の
服
だ
け
が
全
部
・
・
・
）
」

組
織
に
戻
っ
た
新
一
は
、
組
織
の
パ
ソ
コ
ン
に
入
っ
て
い
る
、
Ａ
Ｐ
Ｔ
Ｘ
４
８

６
９
の
被
験
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
開
い
た
。

カ
タ
カ
タ
カ
タ
・
・
・

カ
シ
ャ
ッ
！
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ピ
ピ
ピ
・
・
・

『
被
験
者
デ
ー
タ
・
工
藤
志
保
　
Ｋ
ｕ
ｄ
ｏ
ｕ
 

Ｓ
ｈ
ｉ
ｈ
ｏ
・
・
・
生
死
不

明
』

新
一

「
彼
女
は
非
常
に
興
味
深
い
素
材
だ
・
・
・
組
織
に
引
き
渡
し
た
り
し
て
た
ま

る
も
の
か
・
・
・
」

新
一
は
、
工
藤
志
保
の
『
生
死
不
明
』
の
デ
ー
タ
を
、
『
死
亡
確
認
』
に
書
き

換
え
た
。

新
一

「
感
謝
し
て
く
れ
よ
・
・
・
工
藤
志
保
ち
ゃ
ん
・
・
・
」

新
一

「
ご
め
ん
、
お
兄
ち
ゃ
ん
！
待
っ
た
？
」

宮
野
明
人

「
遅
い
よ
、
新
一
！
！
」

今
日
新
一
は
、
兄
で
あ
る
宮
野
明
人
と
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
。

新
一

「
江
戸
川
愛
？
」
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明
人

「
ほ
ら
、
こ
の
前
話
し
た
メ
ガ
ネ
の
男
の
子
だ
よ
。
ほ
ら
ぁ
・
・
・
オ
マ
エ
も

何
か
用
事
が
あ
っ
て
、
米
花
町
の
誰
か
の
家
に
行
っ
た
っ
て
言
っ
て
た
だ
ろ
？
」

新
一

「
あ
あ
、
工
藤
志
保
・
・
・
」

明
人

「
そ
う
そ
う
、
そ
の
近
く
の
探
偵
事
務
所
の
子
だ
よ
・
・
・
な
ー
ん
か
変
わ
っ

て
る
ん
だ
よ
ね
、
子
供
の
く
せ
に
妙
に
落
ち
着
い
て
い
る
っ
て
い
う
か
、
大
人

っ
ぽ
い
っ
て
い
う
か
・
・
・
」

新
一

「
そ
れ
よ
り
お
兄
ち
ゃ
ん
、
大
丈
夫
？
な
ん
か
ヤ
バ
い
事
に
な
っ
て
る
っ
て
言

っ
て
た
け
ど
・
・
・
」

明
人

「
心
配
し
な
い
で
、
う
ま
く
い
っ
て
る
か
ら
・
・
・
心
配
な
の
は
新
一
、
オ
マ

エ
の
方
だ
よ
！
い
い
加
減
薬
な
ん
か
作
っ
て
な
い
で
、
恋
人
の
１
人
で
も
作
り

な
さ
い
っ
て
！
！
お
兄
ち
ゃ
ん
は
大
丈
夫
だ
か
ら
！
！
！
」

新
一

「
う
、
う
ん
・
・
・
」

組
織
の
自
室
に
戻
っ
た
新
一
は
、
昼
間
明
人
に
言
わ
れ
た
事
を
思
い
出
し
て
い

た
。
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新
一

「
恋
人
か
・
・
・
オ
レ
の
好
き
な
人
っ
て
、
誰
な
ん
だ
ろ
う
な
・
・
・
」

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
黒
の
組
織
に
よ
る
１
０
億
円
強
奪
事
件
が
起
き
た
。
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Ａ
Ｃ
Ｔ
０
５
：
志
保
の
場
合
・
３

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
黒
の
組
織
に
よ
る
１
０
億
円
強
奪
事
件
が
起
き
た
。

正
美
こ
と
明
人
は
、
ス
キ
を
つ
い
て
愛
か
ら
カ
ギ
を
奪
い
取
っ
た
。

愛「
行
っ
ち
ゃ
ダ
メ
、
正
美
さ
ん
・
・
・
行
っ
た
ら
・
・
・
殺
さ
れ
る
・
・
・
」

正
美

「
あ
り
が
と
う
・
・
・
愛
ち
ゃ
ん
・
・
・
」

正
美
は
、
指
定
の
場
所
に
来
て
い
た
。

正
美

「
ど
こ
に
い
る
の
？
出
て
き
な
さ
い
！
！
」

す
る
と
、
ジ
ン
と
ウ
ォ
ッ
カ
が
現
れ
た
。

ジ
ン

「
待
た
せ
た
わ
ね
、
白
石
正
美
・
・
・
イ
ヤ
、
宮
野
明
人
よ
・
・
・
」

明
人

「
１
つ
聞
か
せ
て
く
れ
る
か
な
？
な
ん
で
あ
の
２
人
を
殺
し
た
の
？
」
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ジ
ン

「
フ
ッ
・
・
・
そ
れ
が
組
織
の
や
り
方
よ
・
・
・
」

愛
は
タ
ー
ボ
エ
ン
ジ
ン
付
き
ス
ケ
ボ
ー
で
、
米
花
町
を
駆
け
抜
け
て
い
た
。

ジ
ン

「
さ
あ
、
金
を
渡
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
か
。
」

明
人

「
こ
こ
に
は
な
い
よ
！
あ
る
所
に
預
け
て
あ
る
ん
だ
。
」

ウ
ォ
ッ
カ

「
な
に
ぃ
！
？
」

明
人

「
そ
の
前
に
弟
だ
！
！
約
束
し
た
は
ず
だ
よ
！
こ
の
仕
事
が
終
わ
っ
た
ら
、
オ

レ
と
弟
を
組
織
か
ら
抜
け
さ
せ
て
く
れ
る
っ
て
！
！
あ
の
子
を
こ
こ
に
連
れ
て

く
れ
ば
、
金
の
あ
り
か
を
教
え
る
よ
・
・
・
」

ジ
ン

「
フ
ッ
・
・
・
ソ
イ
ツ
は
で
き
な
い
相
談
だ
わ
・
・
・
あ
の
子
は
組
織
の
中
で

も
、
有
数
の
頭
脳
だ
か
ら
ね
ぇ
・
・
・
」

明
人

「
な
！
？
」
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ジ
ン

「
あ
の
子
は
あ
な
た
と
ち
が
っ
て
、
組
織
に
必
要
な
人
間
な
の
よ
・
・
・
」

明
人

「
じ
ゃ
あ
、
オ
マ
エ
達
最
初
か
ら
・
・
・
」

ジ
ャ
カ
！
！

ジ
ン

「
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
よ
・
・
・
金
の
あ
り
か
を
言
い
な
さ
い
・
・
・
」

明
人

「
甘
い
な
・
・
・
オ
レ
を
殺
せ
ば
、
永
遠
に
わ
か
ら
な
く
な
る
よ
・
・
・
」

ジ
ン

「
甘
い
の
は
あ
な
た
の
方
よ
・
・
・
だ
い
た
い
の
見
当
は
つ
い
て
い
る
・
・
・

そ
れ
に
言
っ
た
で
し
ょ
？
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
・
・
・
」

パ
シ
ュ
ッ
！
！

愛
は
、
大
き
な
銃
声
を
聞
い
た
。

愛「
銃
声
・
・
・
ま
、
正
美
さ
ん
！
！
」
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愛
が
駆
け
つ
け
た
時
、
正
美
は
す
で
に
血
ま
み
れ
だ
っ
た
。

愛「
正
美
さ
ん
・
・
・
」

正
美

「
あ
、
愛
ち
ゃ
ん
・
・
・
」

愛「
大
丈
夫
で
す
か
！
？
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
す
か
ら
！
！
」

正
美

「
ム
リ
だ
よ
・
・
・
も
う
、
手
遅
れ
だ
・
・
・
」

愛「
そ
、
そ
ん
な
・
・
・
」

正
美

「
最
後
に
ボ
ク
の
い
う
事
、
聞
い
て
く
れ
る
・
・
・
？
１
０
億
円
の
入
っ
た
ス

ー
ツ
ケ
ー
ス
は
、
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
に
預
け
て
あ
る
ん
だ
。
そ
れ
を
・
・
・

ヤ
ツ
ら
よ
り
先
に
、
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
ん
だ
・
・
・
も
う
ヤ
ツ
ら
に
利
用
さ

れ
る
の
は
、
ゴ
メ
ン
だ
か
ら
・
・
・
頼
ん
だ
よ
・
・
・
小
さ
い
可
憐
な
探
偵
さ
・

・
・
ん
・
・
・
」

パ
タ
・
・
・

愛「
正
美
さ
・
・
・
ん
・
・
・
う
っ
・
・
・
う
ぅ
っ
・
・
・
」

愛
は
泣
き
な
が
ら
、
電
話
を
か
け
た
。
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愛「
も
し
も
し
・
・
・
捜
査
一
課
の
目
暮
警
部
を
お
願
い
し
ま
す
・
・
・
」
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Ａ
Ｃ
Ｔ
０
６
：
新
一
の
場
合
・
３

新
一

「
お
兄
ち
ゃ
ん
が
死
ん
だ
っ
て
、
ど
う
い
う
事
？
ジ
ン
・
・
・
」

新
一
は
、
ジ
ン
、
ウ
ォ
ッ
カ
と
向
き
合
っ
て
い
た
。

ジ
ン

「
そ
、
そ
れ
は
・
・
・
」

ウ
ォ
ッ
カ

「
取
り
引
き
現
場
に
敵
対
組
織
の
ヤ
ツ
ら
が
い
て
、
ソ
イ
ツ
ら
に
や
ら
れ
ち
ゃ

っ
た
ん
で
す
よ
、
シ
ェ
リ
ー
・
・
・
」

新
一

「
ウ
ソ
つ
か
な
い
で
！
お
兄
ち
ゃ
ん
は
そ
ん
な
ヤ
ワ
じ
ゃ
な
い
！
オ
マ
エ
達
が

殺
し
た
ん
だ
ろ
！
！
」

ジ
ン

「
も
し
、
そ
う
だ
っ
た
ら
・
・
・
ど
う
す
る
の
？
」

新
一

「
オ
マ
エ
達
が
正
式
な
回
答
を
く
れ
る
ま
で
、
Ａ
Ｐ
Ｔ
Ｘ
４
８
６
９
の
研
究
は

中
断
す
る
！
！
」

ウ
ォ
ッ
カ

「
な
、
何
！
？
」

新
一
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「
答
え
て
く
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
で
も
研
究
を
再
開
し
て
あ
げ
る
よ
。
」

ジ
ン

「
フ
ン
、
甘
い
わ
ね
、
あ
な
た
も
・
・
・
」

ジ
ン
は
そ
う
言
う
と
、
新
一
の
腹
に
拳
を
入
れ
た
。

ド
ス
ッ
！
！

新
一

「
う
っ
・
・
・
」

新
一
は
気
絶
し
た
。

し
ば
ら
く
た
っ
て
新
一
が
目
を
覚
ま
す
と
、
左
手
に
手
錠
を
か
け
ら
れ
、
一
室

に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
。

新
一

「
ん
・
・
・
」

ジ
ン

「
お
目
覚
め
は
い
か
が
？
シ
ェ
リ
ー
。
」

新
一

「
最
悪
だ
よ
・
・
・
」

ジ
ン

「
あ
な
た
が
研
究
を
再
開
す
る
の
な
ら
、
す
ぐ
に
出
し
て
あ
げ
る
。
だ
け
ど
再



27

開
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
ガ
ス
室
の
ガ
ス
で
死
ぬ
事
に
な
る
わ
。
」

ウ
ォ
ッ
カ

「
ま
ぁ
、
じ
っ
く
り
考
え
て
く
だ
さ
い
よ
・
・
・
」

そ
う
言
う
と
、
ジ
ン
と
ウ
ォ
ッ
カ
は
出
て
い
っ
た
。

「
ウ
ォ
ッ
カ
、
シ
ェ
リ
ー
を
あ
の
ま
ま
閉
じ
込
め
て
る
だ
け
で
い
い
の
か
？
」

ウ
ォ
ッ
カ

「
あ
、
ベ
ル
モ
ッ
ト
・
・
・
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
姉
貴
の
好
き
に
さ
せ

と
い
て
・
・
・
そ
れ
に
、
ジ
ン
は
シ
ェ
リ
ー
の
事
が
好
き
な
ん
で
す
か
ら
・
・
・

」ベ
ル
モ
ッ
ト

「
チ
ッ
・
・
・
シ
ェ
リ
ー
め
・
・
・
」

ベ
ル
モ
ッ
ト
は
歯
ぎ
し
り
し
た
。

新
一

「
く
・
・
・
ど
う
す
る
・
・
・
？
こ
の
ま
ま
研
究
を
再
開
し
な
け
れ
ば
、
ガ
ス

室
の
毒
で
オ
レ
は
死
ぬ
・
・
・
で
も
、
た
と
え
薬
を
完
成
さ
せ
ら
れ
た
と
し
て

も
、
無
事
で
い
ら
れ
る
保
証
は
な
い
・
・
・
」

新
一
は
考
え
た
。
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新
一

「
仕
方
な
い
・
・
・
こ
の
薬
を
使
お
う
。
」

そ
う
言
っ
て
新
一
が
取
り
出
し
た
の
は
、
Ａ
Ｐ
Ｔ
Ｘ
４
８
６
９
だ
っ
た
。

新
一

「
ど
う
せ
死
ぬ
の
な
ら
、
こ
れ
で
死
ぬ
・
・
・
」

そ
う
言
っ
て
、
新
一
は
薬
を
飲
み
込
ん
だ
。

ド
ク
ン
！
！

新
一

「
う
っ
！
！
」

ド
ク
ン
、
ド
ク
ン
、
ド
ク
ン
、
ド
ク
ン
、
ド
ク
ン
！
！

新
一

「
う
あ
あ
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
～
っ
！
！
！
」

次
の
瞬
間
、
新
一
の
体
は
み
る
み
る
う
ち
に
縮
み
だ
し
、
左
手
が
手
枷
か
ら
ス

ポ
ッ
と
抜
け
た
。

新
一

「
ハ
ァ
ハ
ァ
、
ハ
ァ
ハ
ァ
・
・
・
」

新
一
は
ダ
ス
ト
シ
ュ
ー
ト
ま
で
張
っ
て
い
く
と
、
ダ
ス
ト
シ
ュ
ー
ト
の
中
に
飛

び
込
ん
だ
。

こ
う
し
て
、
宮
野
新
一
こ
と
シ
ェ
リ
ー
は
、
黒
の
組
織
か
ら
脱
出
し
た
の
だ
っ
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た
。
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Ａ
Ｃ
Ｔ
ｆ
ｉ
ｎ
ａ
ｌ
：
踏
み
出
せ
、
最
後
の
一
歩

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
月
日
が
経
っ
て
、
幼
児
化
し
た
工
藤
志
保
こ
と
江
戸
川
愛

と
、
幼
児
化
し
た
宮
野
新
一
こ
と
哀
原
麻
衣
は
出
会
っ
た
。

初
め
は
皮
肉
を
飛
ば
し
合
い
な
が
ら
も
、
徐
々
に
関
係
を
深
め
て
い
っ
た
２
人
。

２
人
は
、
こ
の
平
和
な
日
々
が
い
つ
ま
で
も
続
け
ば
い
い
と
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
う
う
ま
く
は
い
か
な
か
っ
た
。

数
ヶ
月
後
、
つ
い
に
黒
の
組
織
に
見
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

愛
と
麻
衣
は
ジ
ン
達
に
捕
ら
え
ら
れ
、
組
織
の
ア
ジ
ト
に
監
禁
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。

そ
し
て
、
組
織
と
の
最
終
決
戦
が
幕
を
開
け
た
の
だ
。

何
ヶ
月
に
も
お
よ
ぶ
勝
負
の
末
、
よ
う
や
く
決
着
は
つ
い
た
。

ジ
ン
、
ウ
ォ
ッ
カ
が
死
亡
し
、
ベ
ル
モ
ッ
ト
は
寝
返
っ
た
後
逮
捕
さ
れ
た
。

こ
の
戦
い
で
、
愛
と
麻
衣
は
大
切
な
人
を
失
っ
た
。

そ
の
人
と
は
、
毛
利
剣
。

も
う
り
　
つ
る
ぎ

志
保
の
幼
な
じ
み
で
あ
り
、
大
切
な
人
だ
っ
た
。

彼
は
ジ
ン
と
１
対
１
で
戦
い
、
相
討
ち
と
な
っ
て
命
を
落
と
し
た
の
だ
。
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２
人
は
泣
い
た
。

何
日
も
泣
い
た
。

涙
が
か
れ
る
ま
で
泣
き
続
け
た
。

や
っ
と
泣
き
止
ん
だ
後
、
２
人
は
彼
の
分
ま
で
生
き
て
い
こ
う
と
決
め
た
。

そ
し
て
抱
き
合
い
キ
ス
を
交
わ
し
た
時
、
２
人
の
体
は
光
に
包
ま
れ
て
消
え
去

っ
た
・
・
・

新
一
・
志
保

「
・
・
・
夢
・
・
・
」

新
一
と
志
保
は
、
ソ
フ
ァ
ー
か
ら
起
き
上
が
っ
た
。

新
一

「
そ
う
か
・
・
・
志
保
の
事
を
知
り
た
い
っ
て
思
っ
た
か
ら
、
逆
の
立
場
に
な

っ
た
ん
だ
・
・
・
」

志
保

「
あ
れ
は
私
達
が
見
た
、
一
種
の
夢
だ
っ
た
の
ね
・
・
・
」

そ
し
て
志
保
は
、
新
一
の
方
を
向
い
た
。
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志
保

「
ね
ぇ
、
新
一
君
。
」

新
一

「
な
ん
だ
、
志
保
。
」

志
保

「
蘭
さ
ん
は
も
う
戻
っ
て
こ
な
い
・
・
・
で
も
彼
女
、
死
ぬ
間
際
に
言
っ
た
よ

ね
？
『
私
の
分
ま
で
、
幸
せ
に
生
き
て
』
っ
て
・
・
・
」

新
一

「
あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
な
。
」

志
保

「
ね
ぇ
新
一
君
、
私
達
こ
れ
か
ら
先
も
生
き
て
い
こ
う
。
何
が
あ
っ
て
も
絶
対

に
く
じ
け
ず
に
、
ど
ん
な
事
が
あ
っ
て
も
必
ず
２
人
で
乗
り
越
え
て
い
こ
う
。

そ
し
て
、
蘭
さ
ん
の
分
ま
で
幸
せ
に
な
ろ
う
。
」

新
一

「
あ
あ
、
絶
対
に
幸
せ
に
な
ろ
う
な
。
」

こ
う
し
て
新
一
と
志
保
は
１
ヶ
月
後
、
無
事
に
結
婚
す
る
事
に
な
る
・
・
・

『
逆
の
立
場
』
は
、
一
歩
踏
み
出
せ
な
い
２
人
に
天
国
の
蘭
が
見
せ
た
、
勇
気

を
出
さ
せ
る
夢
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
・
・
・
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逆
の
立
場
　
完
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

逆の立場
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